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(6月 11日) ：2営業日ぶりの下落 

サイゴンビールアルコール飲料総公社（SAB）、ビンホームズ（VHM）などの一部の

大型株への売り圧力が高まり、VN 指数は 6 月 11 日に下落して取引を終えることにな

った。 

ホーチミン取引所では 140 銘柄が上昇したのに対し、157 銘柄が下落した。VN 指数は

0.83 ポイント（0.09％）安の 962.07 ポイントで取引を終えた。出来高は 12％下落し、

1 億 3638 万株となり、売買代金も 17％下落し 3.17 兆ドンであった。 

相対取引では 4060 万株（9780 億ドン）が取り引きされた。タインタインコン・タイ

ニン製糖（SBT）は 500 万株（880 億ドン）、ビンコムリテール（VRE）は 440 万株

（1557 億ドン）ほどが取り引きされた。 

強い売り圧力が多くの銘柄に圧し掛かり、VN 指数を引き下げることになった。ビナミ

ルク（VNM）は 1.1％下落し 125,000 ドン、サイゴンビールアルコール飲料総公社

（SAB）は前場は上昇していたが 2.1％安で取引を終えた。ペトロベトナムパワー

（POW）も 1.6％ほど下落した。 

上昇した銘柄は、ペトロベトナムガス（GAS）、モバイルワールドインベストメント

（MWG）、ベトコムバンク（VCB）、VP バンク（VPB）、軍隊商業銀行（MBB）、

ホアファットグループ（HPG）、フーニュアンジュエリー（PNJ）などで、同銘柄が

指数を押し上げた。 

主要銘柄の取引も活発ではなかった。HPG の出来高は 440 万株だったが、VPB、

MBB、FPT、VRE などは 100 万株ほどの出来高であった。 

FLC ファロス建設（ROS）は出来高トップで 850 万株が取引された。また、ホアンク

アン不動産商業コンサルティング（HQC）は 480 万株が取引された。 

TPB は 4.7％上昇し 25,500 ドンで取引を終えた。出来高は 120 万株で、直近 1 か月の

高値に接近した。 

HNX 指数は 0.04 ポイント（0.04％）下落し 103. 95 ポイントで取引を終えた。出来高

は 2400 万株で、売買代金は 2540 億ドンであった。それぞれ 48％、20％増加した。 
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大型株の中では、ビコストーン（VCS）は 1.8％高、ラムタオ化学肥料（LAM）も

1.3％ほど上昇した。 

サイゴンハノイ銀行（SHB）は出来高トップで 216 万株が取引され、ペトロベトナム

サービス（PVS）、ペトロベトナム建設（PVX）、フータイン縫製（MPT）などの出

来高は 100 万株以上で、ハノイ市場の出来高上位銘柄であった。 
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